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【手続補正書】
【提出日】平成23年8月19日(2011.8.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　熱ショックタンパク質の発現を阻害する、単離した二本鎖リボ核酸（ｄｓＲＮＡ）分子
であって、前記ｄｓＲＮＡが２本のヌクレオチド鎖と、第１鎖の３’末端を第２鎖の５’
末端に結合させる結合部分とを含み、第１鎖が１９～２８個の連続ヌクレオチドの長さを
示し、標的遺伝子中の配列と実質的に同一であり、第２鎖が第１鎖に対して実質的に相補
的である、単離したｄｓＲＮＡ。
【請求項２】
　標的遺伝子が配列番号３を含む、請求項１に記載のｄｓＲＮＡ。
【請求項３】
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　第１鎖が配列番号４、５又は６を含む、請求項１に記載のｄｓＲＮＡ。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれか１項に記載のｄｓＲＮＡを含む細胞の形質導入のためのベクタ
ーファミリー。
【請求項５】
　ベクターがレトロウイルスベクターか又はレンチウイルスベクターである、請求項４に
記載のベクターファミリー。
【請求項６】
　増殖性障害を治療するための、請求項１に記載のｄｓＲＮＡの治療量を含む薬剤であっ
て、該増殖性障害が腫瘍増殖により証明される、上記薬剤。
【請求項７】
　請求項１に記載のｄｓＲＮＡと賦形剤とを含む、医薬品組成物。
【請求項８】
　配列番号３と実質的に同一であるヌクレオチドの第１鎖と、第１鎖に対して実質的に相
補的である第２鎖とを含む、単離した二本鎖リボ核酸分子。
【請求項９】
　配列番号３中に提示される配列を含む核酸分子によりコードされているタンパク質の発
現を阻害し、ｄｓＲＮＡの第１鎖が配列番号３と実質的に同一であり、第２鎖が第１鎖に
対して実質的に相補的である、単離した二本鎖リボ核酸。
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